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本研究の目的として、実証的研究から (1)と (2)を、そして、実践研究から (3)をあ
げる。  








































本論文は、全 10 章で構成されている。  
まず、第 1 章で、全体の研究背景と目的を述べ、第 2 章では、本研究の対象とな
るドイツの日本語教育に関する社会的背景を説明する。続く第 3 章では、研究背景
について、第二言語習得、コーパス、「話し言葉」と「書き言葉」に関する理論的
背景を先行研究を紹介しながら述べる。次いで、第 4 章では、 2 章、 3 章をふまえ
て、本研究の枠組みとして、3 つの研究課題を示す。第 5 章、第 6 章、第 7 章は研
究課題に対する実証研究、第 8 章は実証研究の総合考察を行う。第 9 章は、実証研
究をふまえた実践研究を紹介し、本研究が実証研究とそれに基づく実践研究を合
わせた論文であることを示す。そして、最後に、第 10 章でまとめと今後の課題を







 本研究の課題として、まずコーパス構築をあげる。本研究第 4 章では、「ドイツ
語話者日本語話し言葉コーパス（ Spoken Corpus of German Learners of Japanese）」















































課題 1～ 3 に対する考察を述べる。  
第１０章：終章  
まとめを述べ、本研究の意義、今後の課題を提示する。  




of Japanese）」を紹介している。  
さらに、コーパスを用いた研究課題を 3 つ、サブ課題各 2 つずつとりあげ、第 5




  ［サブ課題 1-1］「話す」と「書く」という産出活動の違いと習熟度の違いは
産出量にどう影響するか。  





  ［サブ課題 2-1］ドイツ語話者の「話し言葉」は同じテーマを繰り返す活動
によって産出量がどのように変化するのか。  





  ［サブ課題 3-1］作文を書くことで、発話量と語の量が増えるのか。  



























さらに、研究課題 1 から 3 の成果をふまえ実施した「書く」と「話す」の活動を










(3)  「書く」活動を行うことで、その後の「話す」内容が充実する。  
















 さらに、(4)に関わる主張の意義として、従来の CLIL では、言語面において、目
標言語に注目されてきたが、本研究の CLIL 実践では、CEFR（Common European 
Framework of Reference for Languages、ヨーロッパ言語共通参照枠、以下 CEFR）の
理念に基づき、さらに、JFL 環境（目標言語が話されていない地域で「外国語とし













 (1) 海外の日本語教育に対する提言  
 (2) 第二言語習得研究に対する提言  
 (3) 日本国内／国外の日本語教育に対する提言  
 
(1) 海外の日本語教育に対する提言  

























(2) 第二言語習得研究に対する提言  
第二言語習得研究に対する提言として、 3 つあげている。  

































































              審査結果  
 


























査読有単著 4、査読無単著 5、査読有共著 2、査読なし共著 9、単独研究発
表 12、共同研究発表３と業績も非常に多く、学位請求論文の内容、公開審査
における応答内容などから総合的に判断した結果、審査委員全員一致で、こ
の研究が博士（日本語教育）の学位を授与するにふさわしいものであるとい
う結論に達した。  
 
 
 
